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周りの環境
茨城・本川　ななほ
　「社会を明るくする運動」という活動名称を初めて知ったのは，昨年夏に参加した，社会を明るくする運動主催の親子手ひねり教室に行った時だった。参加を希望した理由は，本音を言えば，社会を明るくする運動に興味を持ったというよりは，手ひねり（陶芸）をやりたいという気持ちがあったからだった。当日は，私と二つ下の妹と母とで市内にある陶芸棟に出向いた。そこには，たくさんの親子が集まっていた。パンフレットなど渡してくださった方が，笑顔であいさつをしてくれ，とても優しそうな印象だったのを覚えている。会が始まると，まずは主催の方のお話があった。社会を明るくする運動とはどのような活動をしているのか，そして今回の親子で陶芸をする意義などを語ってくださった。その時も，これから体験する陶芸が楽しみだという気持ちが強く，お話して下さったことを一生懸命聞いたものの，深く気にとめることもなかった。そして，いよいよ私と妹と母で一つのお皿を完成させたのだった。会が終わり帰り際，主催の方がこう声をかけて下さった。
「今日は親子で楽しく作品が作れましたか？これからもご家庭でもどんどん会話をしてくださいね。」

私はこの言葉がなぜかとても印象に残った。家庭で会話をしてくださいとは，どういう意味だろう？そして，家に帰ってからパソコンを開き，「社会を明るくする運動」で調べてみた。社会を明るくする運動は，昭和26年に誕生し，幸福の黄色い羽根が賛同の印であることを知った。今年で66回目を迎えるという。私は，これまで一回も聞いたことの無かった運動だったので，こんなに長く活動しているということに驚いた。そして，昔でも，悪いことをしてしまう人はやっぱりいるのだな，と思った。世の中には，残念ながら悲惨な事件などが起きてしまっている。そんな事件や犯罪が起こらない世の中にするのにはどうすれば良いか，また，色々な事情があって事件や犯罪を犯してしまった人たちが，その後きちんと更生して社会復帰していくのを，温かい目で見守り，手を差し伸べて支え，手助けしているということも分かった。
　私は今まで，世の中の事件や犯罪をメディアで見聞きはしてても，どこか遠いところの，自分とはほぼ無関係の事としてとらえていたと思う。両親がいて，姉妹がいて，毎日学校に通い，ごく普通に生活しているということは当たり前だと思っていたし，自分の周りの人も同じような環境で生活する人ばかりだからだ。それに，自分の住んでいる地域は安全だから，そんな事件や犯罪は起きるはずはない，と思い込んでいた。実際に，自分の身近でそのようなことが起きてしまう・・・などという事は考えたこともなかったし，考えたくもなかった。自分と同じような年齢，あるいは下の年齢の人でさえも非行をしたり，事件に巻き込まれたりしているのは事実なのだ，という事をしっかりと認識し，そしてあらためて気付いた。今の自分の取り巻く平穏な環境が決して当り前ではない，いつこの環境が壊れてしまうか判らないのだと。

　私は，家では普段から，父親とも母親とも妹ともよく会話をする方だと思う。真面目な話もたまにはするが，どちらかといえばたわいもない話で冗談を言ったり，学校での面白かった出来事を話したり，家族からの話を聞いて笑うような事が多いと思う。また，たまに両親から普段の生活について細かく注意を受けることもあるが，それもよく考えると勿論理由があり，家族としてのコミュニケーションとしてこれも当たり前のこととして考えている。そんな生活の中にいて，気持ちがいつも安定しているとするならば，世の中でしてはいけないような犯罪をしてしまう，人に対して攻撃的な感情を持つ，などということが起こる可能性は低くなると思う。それを考えると，そもそも事件や犯罪が起こる，起してしまう感情が芽生えてしまうというのは，穏やかに生活できない環境にいることが，原因の一つになるのではないか。前に，社会を明るくする運動の会の後に，刑務所に入っている人たちが作った製品を売っているところがあった。並べられていた品物は，とても正確にしっかりと作られていて，これを作った人が悪いことをしてしまったとは思えなかった。このことも含めて考えた。非行や犯罪を犯してしまった人でも，処分を受けた後は，社会の一員として生きていくことになる。その時に，周りの人は「この人は悪い人」と決めつけ，避けるのではなく，また同じ道に戻らないように，温かい居場所を作ってあげるのが大切なのだ，と。
　私は，今とても良い環境にいることにも気付いた。だから，この環境を大切にし，毎日を一生懸命に生き，たくさんのことを学びたい。そして，温かな心を持った人になりたいと思う。
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